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８月２５日（金）なすべきことをなす 

 治にいて乱を忘れずということがある。太平のときでも、

乱に備えて物心ともの準備を怠ってはならないというこ

とで、指導者としてきわめて大切な心がまえである。 

とはいえ、人間というものは、とかく周囲の情勢に流さ

れやすい。治にあれば治におぼれ、乱に会えば乱に巻き込

まれて自分を見失ってしまいがちである。そういうことな

しに、常に信念を持って主体的に生きるためには、やはり

心静かに、われ何をなすべきかを考え、そのなすべきこと

をひたすらなしていくことが大切である。指導者の要諦と

は、見方によっては、この“なすべきことをなす”という

ことに尽きるとも言えよう。 

 

８月２６日（土）矢面に立つ精神 

 人間が大事に際して、その難局の「矢面に立つ」という

ことは、人生としてはおそろしいことであり、大変に勇気

のいることである。スリルがあるとか、あるいはこれはお

もしろいな、という人も、今日の青年の中にはいるかもし

れないが、ほんとうに腹を割ったところ、あまり愉快では

ないと思う。しかし、こういう場合に敢然として、その矢

面に立つことも男子の本懐と喜んで事に当たることも大

切である。 

 そしてそういう人こそ、大事において、うろたえず、も

のを決断することのできる人であり、人多くして人なき社

会において、ほんとうの人物として立っていくことのでき

る人であるという思いがする。 

 

 

８月２７日（日）職責の自覚 

 お互いに欠点というものはたくさんあり、何もかも満点

というわけにはいかない。だから、自分の足りないところ

は他の人に補ってもらわなければならないが、そのために

は自分自身が自分の職責を強く自覚し、その職責に対して

懸命に打ち込むという姿勢が大切である。 

 仕事に熱心であれば、おのずから職責の自覚が高まるし、

職責の自覚があれば、人はまた常に熱心である。そうした

自覚、そうした熱意は多くの人の感応を呼び、協力も得ら

れやすくなる。 

 そういうことから、みずからの職責を自覚し、全身全霊

を打ち込むという心がけだけは、お互いにおろそかにした

くないと思うのである。 

 

８月２８日（月）力を合わせて 

不況の風が吹き、不景気の波が押し寄せるという情況に

世間があるときには、それぞれの会社も何らかの形で、そ

の影響を受けないわけにはいきません。 

 ただそんなときに一番大切なことは、全員の冷静な判断

と力強い協力だと思います。船長が沈着に針路を過たず、

船員が冷静に協力を惜しまなければ、その船はどんな嵐に

あっても着々と進んでいくでしょう。それを、それぞれが

慌てて勝手な判断をし、勝手な振舞をしたならば、それが

たとえ善意から出たものであっても、船の前進は望めませ

ん。 

 不況、困難なときこそ、“和親一致の精神”が一番に求

められるのです。 

 

８月２９日（火）会社の実力を知る 

 私は今までに銀行にお金を借りに行って、断わられたこ

とはありません。これは決して誇張でも自慢でもありませ

んが、計画を立て「これだけお金が要りますから貸してく

ださい」と申し出て、「これは松下さんいけません」と言

われたことがないのです。 

 それはやはり、自分の会社の力というか、そういうもの

を正しく認識して、その範囲の中で銀行にお願いしていた

からでしょう。ですから銀行の方もこれなら大丈夫だと信

用して応じてくれたのだと思います。 

 大事なことはみずからの会社の実力を正当に認識し、そ

れに応じて事をなしていくことだと思うのです。 

 

８月３０日（水）日ごろの訓練 

お互いが仲良く生活し、また仕事を円滑に進めてゆくた

めには、人の応対一つにしても、充分に注意しなければな

らない。そして単に礼儀が正しいとか、言葉づかいに気を

つけるということだけでなく、いわば心のこもった応対ぶ

りを見せることが大切ではないかと思う。もちろんこれは

口で言うほど簡単なものではない。日ごろからそういう訓

練がなされていなければ、たとえ頭でわかっていても、実

際に容易にできることではない。 

 いつの場合にも自然に行動に表われてくるというため

には、やはり事あるたびに躾け、習慣づけておかなければ

なかなか養われるものではないと思うのである。 

 

８月３１日（木）辛抱が感謝になる 

 われわれが一生懸命に仕事をしても、世間がそれを認め

てくれなかったら、非常に悲しい。そんなとき、その悲し

さが不平となり出てくるのも、一面ムリのないことだと思

う。しかし“認めてくれないのは世間の人が悪い”という

解釈もできるが、“まあちょっと辛抱しよう。今は認めて

くれなくても、いつかは認めてくれるだろう”と、じっと

堪え忍び、いい姿を続けていくというのも一つの方法であ

る。そして認めてもらったら、これは非常に嬉しい。その

嬉しさが感謝になる。“より多くわれわれを認めてくれた

社会に対して働かなくてはいけない”という感謝の心にな

ってくる。そういう心がなければいけないと思う。 

 


